
平成３０年６月２９日（金）14:00～19:０0

福岡リーセントホテル
（福岡市東区箱崎２丁目５２−１）
主催：福岡県工業技術センタークラブ
共催：福岡県工業技術センター

福岡県工業技術センタークラブは、地場の企業と福岡県の技術支援機関である

福岡県工業技術センターとの｢連携・共創｣による技術開発の促進を目的に活動しています。

今回、次のシンポジウムを開催しますので、多数のご参加をお待ちしております。

参加無料
交流会のみ
参加費：２,000円

【会員企業と工業技術センターとの共同製品開発事例発表】１５：３０～
（詳細は裏面に記載）

【ご案内】１６：５０～
金融機関から企業向けプログラムのご案内 （福岡銀行）
福岡県からのお知らせ

【ポスター発表】 １７：１５～

・会員企業の成果事例・技術等の発表
ロケット石鹸(株)、(有)花立山農業研究所、 (株)イシモク･コーポレーション、リックス(株)、
計測検査(株) 、(株)東和コーポレーション、(株)博有、中村産業開発(株)、新日本製薬(株)、

(株)昭和テックス、(株)ピーエムティー、(株)久留米リサーチパーク

・福岡県工業技術センターのシーズ技術等の成果発表

【交流会】１７：５０～ 会費：２,０００円 福岡の銘酒をご用意しています。

平成３０年度
福岡県工業技術センタークラブ

先端技術シンポジウム

醤油メーカーは今でも１２００社以上あります。ヤマサ醤油は全国第
２位の醤油メーカー。日本の醤油発祥の地と云われる和歌山県湯浅町の
隣町出身の創業者が３００年以上前に千葉県銚子に渡り、開業しました。
講演者はその１２代目になります。近年醤油の需要は減少を続け、今で
はピーク時の３分の２まで下がりました。否応なく新しい製品を開発し、
新しい売り上げを創造しなければなりません。単品経営に近かった醤油
メーカーが「昆布つゆ」「鮮度の一滴」などユニークでクリエイティブ
な商品を次々に開発してきた、その取り組みを紹介します。

【特別講演】１４：１５～

「大きな池の小さな魚」ではなく「小さな池の大きな魚」を目指せ！
～老舗醤油メーカーの新製品開発の軌跡～

濱口 道雄 氏ヤマサ醤油株式会社 代表取締役会長



貴社（機関）名

住所

連絡先（電話）
連絡先

（メール）
@

お名前 所属・役職 交流会（参加費：２,０００円）

□参加する □参加しない

□参加する □参加しない

□参加する □参加しない

□参加する □参加しない

□参加する □参加しない

※当日は先端技術シンポジウムの参加者名簿を配布いたしますが、参加者名簿への記載をご希望されない方は
下の□にチェックをお願いいたします。

□ 参加者名簿への記載を希望しない

【会員企業と工業技術センターとの共同製品開発事例発表】
『テアフラビン(紅茶カテキン)配合デンタルリンスの開発』

ロケット石鹸株式会社 開発部 次長 嵯峨 隆志 氏
化学繊維研究所 化学課 齋田 真吾

『乳酸発酵大豆飲料の製品化』
有限会社 花立山農業研究所 所長 櫻木 康晴 氏
生物食品研究所 食品課 片山 秀樹

『革新的な塗装方法による、超高意匠・低コストな高耐久性塗装鏡面家具の開発』
株式会社イシモク･コーポレーション 製造本部長 石井 康博 氏
インテリア研究所 技術開発課 竹内 和敏

『ナノ粒子のダメージレス分散を実現する湿式微粒化装置「G-smasher」の開発』
リックス株式会社 技術開発部 担当部長 森光 孝典 氏
機械電子研究所 機械技術課 周善寺 清隆

● 申込締切 ●

６月２１日(木)

先端技術シンポジウム 参加申込書
ＦＡＸ：０９２－９２５－７７２４

JR 箱崎駅(西口)から 徒歩1３分
地下鉄 箱崎宮前駅から 徒歩 ６分
西鉄バス 箱崎浜停留所から 徒歩 3分

（天神中央郵便局前発）

問い合わせ先
福岡県工業技術センタークラブ事務局

（福岡県工業技術センター 企画管理部）
担当：古賀・御幡

TEL : 092-925-7400
E-mail : c.club@fitc.pref.fukuoka.jp
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